
 

 

１. 変更内容 

（１）オンライン業務の変更 

（Ａ）｢輸入申告変更事項呼出し（ＩＤＤ）｣業務の変更 

輸入許可前貨物引取（ＢＰ）承認時のあて先官署が廃止された後に、ＩＤＤ業務でＢＰ承認済の申告情

報を呼び出す際、以下の処理を変更する。 

（ａ）注意喚起メッセージの追加 

ＢＰ承認時のあて先官署が廃止された旨の注意喚起メッセージを出力する。内容は以下の通り。 

 

注意喚起メッセージの追加案 

処理結果コード 内容 処置 

W0003-0000-0000 輸入許可前貨物引取（ＢＰ）承

認時のあて先官署が廃止された

ため、あて先官署及びあて先部

門をスペースに変更している。 

引継先官署が指定されている場合は、指定され

た官署及び、部門を入力する。 

 

（ｂ）呼出し結果情報の出力内容の変更 

あて先官署及びあて先部門をスペースにして出力する。 

 

（Ｂ）｢輸入申告変更事項登録（ＩＤＡ０１）｣業務の変更 

ＢＰ承認後に、税関官署が廃止された場合にＩＢＰする際の以下の処理を変更する。仕様変更前後の業

務ルートの差異については、「別紙 01_業務ルート表」を参照。 

（ａ）あて先官署変更不可チェックの変更及びあて先部門コード存在チェックのエラー内容見直し 

あて先官署変更不可チェックについて以下の通り変更する。また、ＩＢＰ申告後（ＩＤＥ業務実施

後）は、あて先官署の変更は不可とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規エラーメッセージを追加する。 

 

 

 

要
件
事
項 

＜航空／海上共通業務＞ 
廃止税関官署で輸入許可前引取りをした貨物の輸入許可可能化 

機
能
概
要 

＜変更前仕様＞ 

税関官署が廃止された場合、当該廃止税関官署で輸入許可前引取りをした貨物の輸入許可をシステムで実施

することができない。そのため、１件ずつマニュアルにより申告及び納付手続が必要となっている。 

＜変更後仕様＞ 

税関官署が廃止された場合でも、引継先官署をシステムに設定することにより、廃止税関官署で輸入許可前

引取りをした貨物の輸入許可についてシステムで継続処理可能となるように変更する。 

項番 ＩＤＡ０１ 

入力値 

ＢＰ承認時 

あて先官署 

（廃止官署） 

引継先税関官署 結果 

1 1A（同一税関） 1C 1A 正常終了 

2 1B（同一税関） 1C 1A エラー（E0576） 

3 1C（廃止官署） 1C 1A エラー（E0572） 

4 2A（他税関） 1C 1A エラー（E0575） 

5 スペース 1C 1A 正常終了（自動補完） 

6 1A（同一税関） 1C XX 正常終了 

7 1B（同一税関） 1C XX 正常終了 

8 1C（廃止官署） 1C XX エラー（E0571） 

9 2A（他税関） 1C XX エラー（E0574） 

10 スペース 1C XX エラー（E0573） 



 

 

エラー 

コード 

エラー内容 処置 

E0576 入力されたあて先官署は引継先

官署ではない。 

①引継先官署を確認し、再入力する。 

②あて先官署コードを、スペースにする。 

E0575 入力されたあて先官署は同一税

関内の引継先官署ではない。 

①引継先官署を確認し、再入力する。 

②あて先官署コードを、スペースにする。 

E0573 引継先官署が入力されていな

い。 

引継先官署を確認し、入力する。 

E0574 入力されたあて先官署は同一税

関内の引継先官署ではない。 

引継先官署を確認し、再入力する。 

E0572 入力されたあて先官署は廃止さ

れた官署である。 

①引継先官署を確認し、再入力する。 

②あて先官署コードを、スペースにする。 

E0571 入力されたあて先官署は廃止さ

れた官署である。 

引継先官署を確認し、再入力する。 

 

（ｂ）あて先官署決定処理の変更 

あて先官署欄に入力がある場合、入力された官署とする。あて先官署欄に入力がない場合、「引継

先税関官署コード」に設定されている値とする。 

 

（ｃ）あて先部門決定処理の変更 

   引継先のあて先官署であて先部門コードを決定するよう処理を変更する。ただし、あて先部門コー

ドに入力がある場合は、入力されたあて先部門コードとする。 

 

（ｄ）担保回復処理及び担保引落とし処理の変更 

担保回復処理において、ＢＰ承認時の申告（変更前）に対して担保が使用可能な税関官署かのチェ

ックを行っているが、引継先官署となっている税関官署であれば正常終了するよう変更する。ただ

し、引継先官署が複数存在する場合は、同一税関内の官署であれば正常終了とする。 

担保引き落とし処理において、ＩＢＰ時の申告（変更後）に対してＢＰ承認時の担保をＩＢＰ時の

担保として担保ＤＢ、担保引落とし回復ＤＢに登録する際に、廃止税関官署として引き続き使用でき

るよう変更する 

 

（Ｃ）｢輸入申告変更事項呼出し（沖縄特免制度）（ＯＴＤ）｣業務の変更 

ＢＰ承認時のあて先官署が廃止された後に、ＯＴＤ業務でＯＴＡ０１業務（ＩＢＰ）を呼び出す際、以

下の処理を変更する。 

（ａ）注意喚起メッセージの追加 

ＢＰ承認時のあて先官署が廃止された旨の注意喚起メッセージ（W0001）を出力する。内容はＩＤ

Ｄ業務と同様とする。 

 

（ｂ）呼出し結果情報の出力内容の変更 

あて先官署及びあて先部門をスペースにして出力する。 

 

（Ｄ）｢輸入申告変更事項登録（沖縄特免制度）（ＯＴＡ０１）｣業務の変更 

ＢＰ承認後に、税関官署が廃止された場合にＯＴＡ０１業務を実施する際の以下の処理を変更する。 

（ａ）あて先官署変更不可チェックの変更及びあて先部門コード存在チェックのエラー内容見直し 

あて先官署変更不可チェックについてＩＤＡ０１業務にあわせて変更する。なお、新規エラーメッ

セージについても同様とする。 

 

エラー 

コード 

エラー内容 処置 

E0096 入力されたあて先官署は引継先

官署ではない。 

①引継先官署を確認し、再入力する。 

②あて先官署コードを、スペースにする。 

E0095 入力されたあて先官署は同一税

関内の引継先官署ではない。 

①引継先官署を確認し、再入力する。 

②あて先官署コードを、スペースにする。 

E0093 引継先官署が入力されていな

い。 

引継先官署を確認し、入力する。 

E0094 入力されたあて先官署は同一税

関内の引継先官署ではない。 

引継先官署を確認し、再入力する。 



 

 

E0092 入力されたあて先官署は廃止さ

れた官署である。 

①引継先官署を確認し、再入力する。 

②あて先官署コードを、スペースにする。 

E0091 入力されたあて先官署は廃止さ

れた官署である。 

引継先官署を確認し、再入力する。 

 

（ｂ）あて先官署決定処理の変更 

あて先官署欄に入力がある場合、入力された官署とする。あて先官署欄に入力がない場合、「引継

先税関官署コード」に設定されている値とする。 

※ＮＡＣＣＳテンプレートの、あて先官署欄及び、あて先部門欄は必須項目であり、入力がない場

合の自動補完ができないため、必須項目から補完後必須項目に変更する。 

 

（ｃ）あて先部門決定処理の変更 

   引継先のあて先官署であて先部門コードを決定するよう処理を変更する。ただし、あて先部門コー

ドに入力がある場合は、入力されたあて先部門コードとする。 

 

（ｄ）担保回復処理及び担保引落とし処理の変更 

担保回復処理において、ＢＰ承認時の申告（変更前）に対して担保が使用可能な税関官署かのチェ

ックを行っているが、引継先官署となっている税関官署であれば正常終了するよう変更する。ただ

し、引継先官署が複数存在する場合は、同一税関内の官署であれば正常終了とする。 

担保引き落とし処理において、ＩＢＰ時の申告（変更後）に対してＢＰ承認時の担保をＩＢＰ時の

担保として担保ＤＢ、担保引落とし回復ＤＢに登録する際に、廃止税関官署として引き続き使用でき

るよう変更する。 

 

（Ｅ）許可・収納系業務の変更（※対象業務は、２．変更対象業務＜オンライン業務＞参照） 

（ａ）担保回復処理の変更 

担保が使用可能な税関官署かのチェックを行っているが、引継先官署となっている税関官署であれ

ば正常終了するよう変更する。ただし、引継先官署が複数存在する場合は、同一税関内の官署であれ

ば正常終了とする。 

 

２. 変更対象業務 

＜オンライン業務＞ 

・「輸入申告変更事項呼出し（ＩＤＤ）」業務 

・「輸入申告変更事項登録（ＩＤＡ０１）」業務 

・「輸入申告変更事項呼出し（沖縄特免制度）（ＯＴＤ）」業務 

・「輸入申告変更事項登録（沖縄特免制度）（ＯＴＡ０１）」業務 

・「輸入申告審査終了（ＣＥＡ）/輸入申告審査終了（強制入力）（ＣＥＡ０１）」業務 

・「保留解除（ＣＯＷ）」業務 

・「リアルタイム口座再引落とし依頼（ＲＯＷ）」業務 

・「領収確認（ＲＣＣ）/領収確認（強制入力）（ＲＣＣ２０）/領収確認（他官署強制入力）（ＲＣＣ

０１）」業務 

・「領収確認（バーコードリーダ）（ＲＣＣ３０）/領収確認・済通登録（バーコードリーダ）（ＲＣＣ

４０）」業務 

・「ＭＰＮ消込（ＭＰ２）」業務 

・「ＭＰＮ強制消込（ＭＰＦ）」業務 

・「減額調定・不納欠損登録（ＧＦＧ）/減額調定・不納欠損登録（強制入力）（ＧＦＧ２０）」業務 

 

３. 特記事項 

（１） 個別項目 

①ＢＰ承認時とＩＢＰ時であて先官署が変更されることに伴い、引継先税関官署で審査が行われます。 

②ＢＰ承認時とＩＢＰ時であて先官署が変更されることに伴い、ＩＤＡ０１業務実施後は、帳票の出力

先が引継先税関官署に変わります。対象の帳票は以下の通りです。 

 

 

業務コード 業務名 出力帳票名 

ＩＤＥ 輸入申告変更 輸入申告等控情報（訂正票） 

ＩＤＥ 輸入申告変更 輸入申告等情報（レコーダ） 



 

 

ＩＤＥ 輸入申告変更 添付情報通知情報 

ＩＤＥ 輸入申告変更 関税割当裏落内容仮登録通知情報 

ＴＱＣ 関税割当裏落内容仮登録 関税割当裏落内容訂正通知情報 

ＣＯＷ 保留解除 ＩＢＰ審査終了要情報 

ＰＡＩ 許可・承認等情報登録（輸入通

関） 

輸入申告等情報（レコーダ） 

ＯＳＡ 時間外執務要請届 時間外執務要請確認情報 

ＯＳＥ 時間外執務要請延長届 時間外執務要請延長確認情報 

ＭＳＸ 申告添付登録 添付情報通知情報 

ＭＳＹ０１ 申告添付訂正 添付情報通知情報 

 

４. 添付資料 

（１） 別紙 01_業務ルート表 

 

５. リリース予定日／サービス開始予定日 

２０１９年０３月１５日（日）０４：００ 


